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令和３年度第１１回教育委員会定例会 会議録

◇ 開催年月日 令和４年２月８日（火） １６時００分開会

１７時５０分閉会

◇ 開催の場所 青年第一・第二研修室

◇ 出席者

教育長        杉元 羊一

委員         津曲 貞利

委員         桃木野 聡

委員         小栗 有子

   委員         立元 千帆

◇ 説明のため出席した者の職氏名

    管理部長     中 豊司   教育部長     辻 慎一郎

    総務課長     小村 真二   施設課長     矢﨑 順一

    文化財課長    圖師 みゆき   美術館副館長 池田 雅光

    図書館副館長   有満 弓恵    学務課長     佐土原 隆

    学校教育課長   山下 聖和  保健体育課長   池田 隆

    青少年課長    猿渡 功     生涯学習課長   牛堀 隆弘

少年自然の家所長 西國原 学    学校 ICT 推進ｾﾝﾀｰ所長 木田 博

中央学校給食センター所長  濱田 有希

◇ 書記

    総務課主幹    竹村 香帆   総務課主査    田島 里美
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◇ 議事日程

１ 開 会

２ 会議成立の宣言

３ 会議録署名者の指名

４ 会議の公開等について

５ 議 案

定第５４号議案 鹿児島市職員定数条例一部改正（教育委員会関係分）に係る議案に   

        ついての意見に関する件

定第５５号議案 特別職の職員の給与に関する条例等一部改正（教育委員会関係分）   

        に係る議案についての意見に関する件

定第５６号議案 令和４年度鹿児島市一般会計予算（教育委員会関係分）に係る議案

        についての意見に関する件

定第５７号議案 鹿児島市報酬及び費用弁償条例一部改正（教育委員会関係分）に係  

        る議案についての意見に関する件

定第５８号議案 鹿児島市いじめ問題等調査委員会条例一部改正に係る議案について  

        の意見に関する件

定第５９号議案 成年年齢の引下げに伴う関係条例の整理に関する条例制定（教育委

        員会関係分）に係る議案についての意見に関する件

定第６０号議案 代決処分の承認を求める件

        〔鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免について〕

定第６１号議案 代決処分の承認を求める件

        〔令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第１３号）（教育委員会関

        係分）に係る議案についての意見申出について〕

定第６２号議案 鹿児島市立高等学校学則一部改正の件

定第６３号議案 鹿児島市立青少年補導センター規則一部改正の件

定第６４号議案 鹿児島市立青少年補導センター処務規程一部改正の件

６ 報告事項

  (1) 第二次鹿児島市教育振興基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実施

結果及び第二次鹿児島市教育振興基本計画（案）について

  (2) 「鹿児島市児童生徒の死亡事故に関する調査委員会報告書」の提言に対する教育

委員会の主な取組について

７ その他

８ 閉 会
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◇ 会議要旨

※ 以下、非公開部分は網掛けで表示

１ 開会

教育長  ただいまから、令和３年度第１１回教育委員会定例会を開会いたします。

２ 会議成立の宣言

教育長  本日は全員出席しており、定足数に達しておりますので、会議は成立してお

ります。

本日の議事日程は、お手元に配布したとおりでございます。

３ 会議録署名者の指名

教育長  本日の会議録署名は、桃木野委員と私が行います。

４ 会議の公開等について

教育長  次に、会議の非公開についてですが、本日審議する定第５４号議案から５９

号議案は市議会提出前の意思形成過程の案件、定第６０号議案は人事・人選等

に関する案件、報告事項（２）は個人情報の保護を要する案件でありますので、

非公開で傍聴を禁止する取扱いとしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もないので、そのように取り扱います。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

５ 議案

定第５４号議案 鹿児島市職員定数条例一部改正（教育委員会関係分）に係る議案

          についての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第５５号議案 特別職の職員の給与に関する条例等一部改正（教育委員会関係分）に

係る議案についての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第５６号議案 令和４年度鹿児島市一般会計予算（教育委員会関係分）に係る議案に

ついての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第５７号議案 鹿児島市報酬及び費用弁償条例一部改正（教育委員会関係分）に係る

議案についての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第５８号議案 鹿児島市いじめ問題等調査委員会条例一部改正に係る議案について

の意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第５９号議案 成年年齢の引下げに伴う関係条例の整理に関する条例制定（教育委員

会関係分）に係る議案についての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第６０号議案 代決処分の承認を求める件

       〔鹿児島市教育委員会事務局等の職員の任免について〕

承 認

【 本 議 案 は 非 公 開 】
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

６ 報告事項

(2) 「鹿児島市児童生徒の死亡事故に関する調査委員会報告書」の提言に対する教育

委員会の主な取組について

【 本 報 告 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

５ 議案

定第６１号議案 代決処分の承認を求める件

〔令和３年度鹿児島市一般会計補正予算（第１３号）（教育委員会関係分）

に係る議案についての意見申出について〕

承 認

教育長  次に、定第６１号議案について、小村総務課長、説明をお願いします。

事務局（総務課長） 議案綴りの５４ページをお開き下さい。定第６１号議案「代決処

分の承認を求める件」です。本件は、令和３年度鹿児島市一般会計補正予算中、

教育委員会関係分に係る議案です。本来であれば前回の定例会でお諮りすべき

ところでしたが、予算査定がずれ込んだことから市議会日程の都合上、代決処

分としましたので、令和４年度当初予算議案の後での説明となっております。

これも市長から意見を求められましたので、これに同意しようとするものです。

それでは、今回の補正予算の概要について、ご説明いたします。両面刷りの１

枚紙、別紙「定第６１号議案関係資料」をご覧ください。別紙１ページ目、「歳

出」ですが、（款）教育費の補正前の予算額は１７９億８，０２６万円、補正

予算額３億３，８４０万５千円を増額しまして、補正後は１８３億１，８６６

万５千円といたします。下の（款）災害復旧費のうち、補正前の予算額は２億

３，５３６万１千円で、補正予算額、９，４５６万２千円を減額し、補正後は

１億４，０７９万９千円となります。次に（１）の増額です。①ＩＣＴ環境整

備事業は、小・中・高等学校の指導者用タブレット端末の整備を行うもので、

１億２，５３９万４千円の増額です。次に②校舎・屋体等整備事業、③中学校

クーラー設置・更新事業、④中学校太陽光発電装置整備事業については、国の

補助決定見込みに伴い、令和４年度計画分を本年度に前倒しして予算化し、令

和４年度に繰り越して実施するものです。各事業の内容についてですが、②の

校舎・屋体等整備事業は、小学校では、長寿命化改良を中山小学校が１校、大

規模改造を城南小学校１校で、その下の中学校では、大規模改造を東谷山中と

吉野中、外壁補修工事を桜丘中１校で行うもので、６億７，１３０万７千円の

増額となります。次に③の中学校クーラー設置・更新事業は、桜丘中と明和中

で、機器設置・更新を行うもので、７，２９５万４千円の増額です。次に④の
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中学校太陽光発電装置整備事業は、天保山中１校で、機器設置を行うもので、

１，９０５万２千円の増額です。なお、国庫補助金等の歳入予算は、表の右側

の財源内訳欄に記載のとおりです。２ページをご覧ください。（２）の減額で

すが、２月は、各事業の執行額の見込みがほぼ確定してまいります。このため、

工事請負費等の入札結果による執行残など、事業費の決定見込みによる不用額

の減額が主なもので、あわせて６億４，４８６万４千円を減額するものです。

次に、「歳入額」ですが、国の補助決定見込み等によるものなど、国庫補助金

等を含め５億６，５４０万４千円の増額となっております。以上です。

教育長  ただいまの説明につきまして、何かご質疑ございませんか。

教育長  他になければ、定第６１号議案については原案どおりとすることにご異議あ

りませんか。

    （異議なしの声）

教育長  ご異議もないので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第６２号議案 鹿児島市立高等学校学則一部改正の件

原案可決

教育長  定第６２号議案について、山下学校教育課長、説明をお願いします。

事務局（学校教育課長） 議案綴りの６７ページをご覧ください。定第６２号議案「鹿

児島市立高等学校学則一部改正の件」について、お諮りいたします。６９ペー

ジをご覧ください。改正理由としましては、高等学校に向け新しい学習指導要

領が開始となる機会に、鹿児島県立高等学校学則と記載内容が異なる箇所を変

更するもので、施行日は令和４年２月９日としております。では、７０ページ

から始まります学則内の改正する箇所を記した新旧対照表でご説明いたしま

す。まず、新学習指導要領の内容を反映させる項目を申し上げます。７１ペー

ジをご覧ください。新学習指導要領においては、高等学校で総合的な学習の時

間が総合的な探求の時間に変わります。第９条、１０条、１１条につきまして、

総合的な探求の時間に係る文言を加えております。次に、その他全ての項目は

県立高等学校学則と記載内容を揃えるものです。以下、順にご説明します。ま

ず、７０ページをご覧ください。第５条、６条については、本市には２学期制

を敷いている鹿児島玉龍高等学校もあることから、２学期制に係る文言を追加

しております。７１ページ、第１０条の２をご覧ください。こちらは１つの科

目を２以上の学年にわたって分割履修を行う際の単位の習得の認定について、

これまで触れられておりませんでしたので、その内容を追加するものです。７

２ページをご覧ください。第１８条につきまして、高等学校入学の際に保護者、

保証人連署の上、提出する誓約書について、その保護者と保証人の資格に関す

る文言を整理したものです。保護者、保証人ともに学校に対して生徒に関する

一切の責任を負うことができるもの、であることを追加しております。同じく
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７２ページ、第２１条の２をご覧ください。高等学校における休学の許可につ

いては、その期間を３ヶ月以上１年以内としておりますが、これまで記載され

ていなかった３ヶ月までの休学の理由がなくなった時の休学許可の取消しに

関する文言を追加したものです。説明は以上です。

教育長  ただいまの説明につきまして、何かご質疑ございませんか。

教育長  なければ、定第６２号議案については、原案どおりとすることにご異議ござ

いませんか。

    （異議なしの声）

教育長  ご異議もないので、本件は原案どおりといたします。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第６３号議案 鹿児島市立青少年補導センター規則一部改正の件

定第６４号議案 鹿児島市立青少年補導センター処務規程一部改正の件

原案可決

教育長  次に、定第６３号議案、６４号議案については関係しますので、猿渡青少年

課長、まとめて説明をお願いします。

事務局（青少年課長） 議案綴りの７３ページをお願いします。定第６３号議案と、次

の定第６４号議案は、一括してご説明します。７６ページの新旧対照表をご覧

ください。第１条の「目的及び設置」についてですが、目的は青少年の健全育

成を図ることとし、そのために青少年育成センターを設置しようとするもので

す。第２条に関し、今まで使用していた「補導」とは、少年の非行を防止する

ために警察が行う活動の総称を意味することから、非行防止のための「声かけ」

という表現に変更したところです。また、保護司会との連携も図っていること

から「団体」を記載したところです。第４条では、センターの活動の実施計画

を協議するための運営協議会の名称もセンターの名称変更に伴い、変えるとこ

ろです。さらに、第５条、第６条にありました協議会の任命、委員に関する規

定を一つにまとめ、委嘱する委員構成も職種ごとの人数の規定を設けず、協議

会全体で２０人以内と定数を記載したところです。第５条と第６条を一つにま

とめたことで、それ以降の条文は一つずつ繰り上がっていくことになります。

また第１１条からは、「補導委員」の名称を「育成委員」に変えたことにより、

条文の変更となります。関連し、議案綴り８１ページをお願いいたします。定

第６４号議案「鹿児島市立青少年補導センター処務規定一部改正の件」です。

８３ページの新旧対照表にありますように「鹿児島市立青少年補導センター」

の名称を「鹿児島市立青少年育成センター」に変更しようとするものです。施

行日は、ともに令和４年４月１日です。説明は以上です。

教育長  ただいまの説明について、何かご質疑はありませんか。

委員  率直なところを伺いたいのですが、「補導センター」というのが歴史的な使

命を終えたと解釈したのですが、その際に「青少年育成センター」というのが



- 8 -

現代的な意味として、どういう役割を担うのかなと。要は、今でいうと、例え

ばＳＮＳや、インターネットに関係するいろんな問題が出てくると思いますが、

そういったものに特化していくセンターなのか。勿論、このまま残すというこ

とに反対するわけではありませんが、果たして歴史的使命を終えたものを、た

だ「青少年育成センター」としてわざわざ運営委員会、協議会を設置する意味

や価値はどこにあるのかというところが疑問です。

教育長  現代的課題の対応を含めて、この改正についての意味ということでのご質問

かと思います。

事務局（青少年課長） はい。インターネットについては、委員のご指摘のように、そ

の問題について取り扱うことがあります。電話相談でも、その問題について問

い合わせがあったりするところです。「補導」という名称そのものに持つ意味

を、「青少年育成センター」ということで、青少年の健全育成という観点から

幅広く対応していくという意味を持たせるところから、この名称に変更すると

ともに目的についても文言を整理したところです。

教育長  現代的な課題の対応は、センターではなくて協議会で取り扱うということで

しょうか。また、そういう現代的なＳＮＳの課題も取り扱うということでよろ

しいでしょうか。

事務局（青少年課長） はい。それについても先ほど申し上げましたが電話相談などで

も取り扱い、幅広く行うということです。

委員  業務負担を増やす意味ではありませんが、街頭での声かけが現代においてど

れぐらい意味があるのか、というのがありますし、規則はコロコロ変えていい

ものでもないと思うので、もう少し業務内容を精査されてもいいのかなという

感想です。

教育長  委員がおっしゃるのは、せっかく変える機会に業務の新しい課題の確認とか、

取組みであるとか、あるいはスクラップできるものはスクラップしたほうがい

いのではというようなご趣旨かと思いますが、今の委員の意見を受けて、課長

の発言はありますか。要望として受け取られますか。

事務局（青少年課長） 声かけの人数自体は、さほど大きく減っておりません。午前中

にいる中・高生の生徒の皆さんに声をかけたり、夜間、深夜徘徊を含みますが、

声掛けの意味自体は残っていると思いますので、その活動は引き続き実施して

いこうと考えております。

教育長  現在も青少年問題協議会というのは構成されており、今もＳＮＳ上での対応

についてのリーフレットを作ったりというようなことはしていますので、そう

いったものができたら委員の皆さんにも紹介していただければと思います。

教育長  他に、委員の皆さんから何かございますか。

委員  「補導」って警察用語でしょう。警察用語で非行少年を捕まえるという時に、

「補導」を使うと。教育的な視点からすれば、非行少年を捕まえるというのを

警察用語で考えるべきではないから「育成」という言葉に直しましょうという

のが趣旨ですよね。中身はあまり変わらないかもしれませんが、せっかく「非

行」という悪い人を捕まえるというところから「育成」という言葉に変えたの
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であれば、「育成センター」に名前を変えた１回目の時に、「補導」より事前の

予防保全を含めて幅広い議論をしましょうね、というところを良い契機なので

少し触れることができればいいなと思いました。人権問題かどうか分かりませ

んが、それも含めて考え方も変わっているので名称を変えたというのであれば、

その趣旨を委員会の最初におっしゃっていただいた方がいいと思いました。

教育長  その趣旨がセンターを構成する方々に充分周知がなされるように、よろしく

お願いいたします。

教育長  他になければ、定第６３号議案及び６４号議案については原案どおりとする

ことにご異議ありませんか。

    （異議なしの声）

教育長  ありがとうございました。要望につきましては、しっかりと担当課で対応し

ていきたいと思います。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

６ 報告事項

(1) 第二次鹿児島市教育振興基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実施

結果及び第二次鹿児島市教育振興基本計画（案）について

教育長  報告事項（１）について、小村総務課長、説明をお願いします。

事務局（総務課長） 別紙の報告事項関係資料（１）をご覧ください。「第二次鹿児島

市教育振興基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実施結果及びそ

の結果を踏まえた基本計画（案）」について、ご説明します。１番の「意見の

募集期間」は、昨年１０月１日からおよそ１か月間で実施しました。２番「意

見の提出者数」は、１４４人から４７８件の意見をいただきました。そのうち

大学生が６５人、１９７件でございました。３番「対応状況」としまして、寄

せられた意見をＡからＥまで５つに分類しております。Ａは、「意見の趣旨等

を反映し、計画（案）に盛り込むもの」で２２件、Ｂは、「計画（案）に盛り

込み済みのもの」で２８６件、Ｃは、「計画（案）には盛り込まないもの」で

２０件、Ｄは、「具体的な事業の実施にあたり参考とするもの」で７０件、Ｅ

は、「その他要望・意見等」で８０件、合わせて４７８件です。４番の「主な

意見概要」ということで、そのうちから主なものを申し上げます。まず、Ａの

例としまして、左側に番号２番となっておりますが、意見等概要としては、「第

２章 教育を取り巻く環境」「１ 社会情勢の変化」というのがございます。

これは、今回お付けしている計画（案）の３ページになります。ここで青字表

記しているところですが、「新型コロナウイルス感染症がまん延し収束が見え

ない状況なので、そういった記述をした方が良いのではないか」、というご意

見でした。それに対応しまして、この計画の３ページ（６）、青字で示したよ

うに記述を追加したところです。それから、この資料の裏面をご覧ください。

２番目のＢ案としまして、「盛り込み済みのもの」とございますが、これにつ
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いては、「目指すべき教育の姿の【か】【ご】【し】【ま】はすばらしい視点であ

ると思います。」などというところで、賛同の意見として取組んでまいります、

としたところです。それから、その下のⅭ案ですが、「Ｃ 計画（案）には盛

り込まないもの」については、「道徳教育が学校の教育活動全体で行われてい

るのであれば、道徳の授業はせずに、かわりに国語とか算数の授業をして、学

力を向上させる取組をしてはどうでしょうか。」とのご意見がございましたが、

学習指導要領において、道徳教育は道徳科を要として学校の教育活動全体を通

じて行うことと定められていることから、盛り込まないということでございま

した。以下、Ｄ、Ｅにつきまして記載しておりますので、ご覧いただきたいと

思います。以上です。

教育長  この件について、お聞きになりたいことがありましたら、ご質問いただきた

いと思います。

教育長  この案件、よろしいでしょうか。

    （なしの声あり）

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

７ その他

教育長  最後に、事務局から何かありますか。

事務局  それでは、次回以降の日程のご案内をいたします。まずは、３月１日火曜日

に市立高等学校の卒業式へのご出席をお願いしております。ご出席いただける

委員の皆様方には後日詳細をご連絡いたします。また、３月５日土曜日の１６

時から１７時まで臨時会を予定しております。

教育長  毎年、この時期、臨時会の内容は人事等に関する内容です。よろしくお願い

いたします。

８ 閉会

教育長  以上をもちまして、本日の定例会を終了いたします。

【以上】


